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質
問　

安
保
法
制
に
盛
り
込
ま

れ
た
新
た
な
任
務
の
全
面
的
な

実
行
に
向
け
、
安
倍
政
権
は
自

衛
隊
の
訓
練
開
始
に
踏
み
切
っ

た
。
交
戦
に
至
る
危
険
が
一
層

加
速
す
る
事
態
で
あ
り
、
現
行

憲
法
に
違
反
し
て
い
る
と
考
え

る
が
所
見
は
。

答
弁　

緊
張
が
続
く

我
が
国
周
辺
の
安
全

保
障
環
境
に
あ
っ
て
、

憲
法
の
許
す
範
囲
の

中
で
の
自
衛
隊
の
貢

献
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

国
の
責
任
に
お
い
て
十
分
に
説

明
と
議
論
が
尽
く
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

自
由
民
主
党
の
憲
法
改

正
草
案
は
第
９
条
を
全
面
的
に

書
き
換
え
、
国
防
軍
を
保
持
す

る
条
文
を
加
え
る
な
ど
、
大
変

恐
ろ
し
い
内
容
で
あ
る
と
考
え

る
が
所
見
は
。

空
で
旋
回
飛
行
訓
練
を
行
い
、

騒
音
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

市
民
か
ら
も
苦
情
や
心
配
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
中
、
①
騒

音
被
害
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
が
、
所
見
は
。

②
今
後
、
Ｃ
Ｖ
‐
22
オ
ス
プ
レ

イ
10
機
が
配
備
さ
れ

る
と
、
低
空
飛
行
訓

練
の
更
な
る
増
加
も

考
え
ら
れ
る
が
対
策

は
。

答
弁　

①
東
京
都
や

横
田
基
地
周
辺
市
町
基
地
対
策

連
絡
会
と
連
携
を
図
り
、
市
議

会
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら

国
や
米
側
に
対
し
、
周
辺
環
境

へ
の
負
担
軽
減
を
講
じ
る
よ
う
、

引
き
続
き
要
請
を
重
ね
て
い
く
。

②
既
存
の
飛
行
経
路
を
飛
行
す

る
訓
練
が
大
半
で
あ
り
、
低
空

で
の
飛
行
訓
練
は
行
わ
な
い
と

米
側
か
ら
は
聞
い
て
い
る
。

質
問　

農
あ
る
ま
ち
づ
く
り
構

想
に
つ
い
て
、
①
農
地
面
積
等

の
減
少
率
は
。
②
畑
を
存
続
さ

せ
た
い
所
有
者
と
、
新
規
就
農

者
や
民
間
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
っ
て
み
て
は
。
③
用

水
路
の
維
持
管
理
等
を
市
民
が

行
う
用
水
守
制
度
を
実
施
し
て

み
て
は
。
④
市
内
の
体
験
農
園

の
数
と
、
増
や
す
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

⑤
就
労
が
困
難
な
若

者
や
障
害
の
あ
る
方

と
連
携
し
な
が
ら
、

農
地
を
保
全
し
、
生

か
す
取
り
組
み
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

①
10
年
間
で
農
地
面
積

は
19.3
％
の
減
、
生
産
緑
地
は
10.6

％
の
減
。
②
市
街
化
調
整
区
域

内
農
地
で
の
新
規
就
農
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
制
度
改
正
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。
③
市
内
の

一
部
の
用
水
路
で
ア
ダ
プ
ト
団

体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ

る
維
持
保
全
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
新
た
な
団
体
の
発
掘
も

含
め
、
今
後
も
市
民
に
よ
る
良

好
な
環
境
維
持
活
動
が
広
が
る

よ
う
努
め
て
い
く
。
④
現
在
、

５
か
所
の
体
験
農
園
を
把
握
し

て
い
る
。
農
業
者
か
ら
開
園
に

向
け
て
の
相
談
が
あ
れ
ば
支
援

意
識
調
査
に
、
働
き
方
や
引
き

こ
も
り
に
つ
い
て
の
質
問
や
、

困
り
ご
と
の
自
由
記
述
な
ど
項

目
を
増
や
し
、
若
者
の
調
査
を

行
う
べ
き
。
②
困
難

を
有
す
る
子
ど
も
・

若
者
を
支
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が

必
要
。
協
議
会
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

①
増
や
す
項
目
内
容
や

自
由
記
述
欄
の
設
定
に
つ
い
て

精
査
す
る
中
で
研
究
し
て
い
く
。

②
市
の
子
ど
も
・
若
者
の
育
成

支
援
計
画
に
つ
い
て
、
協
議
会

の
設
置
を
含
め
研
究
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

観
光
客
増
加
、
定
住
人

口
獲
得
、
企
業
誘
致
等
を
目
的

と
し
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
高

め
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
活
動

で
あ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
①
市

と
し
て
の
考
え
方
は
。
②
条
例

を
活
か
し
て
地
域
ブ

ラ
ン
ド
を
育
て
る
戦

略
も
あ
り
、
地
酒
や

清
酒
等
で
乾
杯
を
勧

め
る
「
乾
杯
条
例
」

が
各
地
の
自
治
体
で

制
定
さ
れ
て
い
る
。
昭
島
市
に

は
お
い
し
い
深
層
地
下
水
が
あ

る
。
こ
の
資
源
を
利
用
し
た
条

例
を
活
か
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
育
て
て
い
く
考
え
は
。

答
弁　

①
よ
り
効
果
的
か
つ
戦

略
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
視
点
に
立
ち
、
動
画
の
作

成
・
発
信
事
業
な
ど
、
市
内
外

へ
の
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で

質
問　

心
の
豊
か
さ
、
潤
い
を

実
感
で
き
る
生
活
を
実
現
す
る

た
め
、
す
ぐ
れ
た
音
楽
、
美
術
、

演
劇
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
が

必
要
と
考
え
る
。
そ

し
て
、
人
が
集
い
、

文
化
芸
術
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
こ
と
で
、
地
域
が

活
性
化
す
る
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
弁　

身
近
な
文
化
の
継
承
か

ら
芸
術
活
動
ま
で
、
幅
広
く
市

民
が
親
し
む
機
会
を
設
け
、
市

民
に
よ
る
多
様
な
文
化
芸
術
活

動
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
で
、
地

域
の
活
性
化
を
図
り
、
元
気
都

い
く
。
②
「
あ
き
し
ま
の
水
」

ブ
ラ
ン
ド
構
築
・
推
進
事
業
を

開
始
し
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
情
報
発
信
を
重
点
に
行
っ

て
い
る
。
先
駆
的
な
条
例
を
制

定
し
て
い
る
他
市
の
状
況
や
効

果
等
を
検
証
し
、
ど
の
よ
う
な

施
策
が
有
効
か
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
世
帯
が
過
去
最
多
水
準
で
推

移
し
て
い
る
中
、
生
活
保
護
費

の
不
正
受
給
が
後
を
絶
た
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。
①
市
の
生

活
保
護
費
の
受
給
者
数
と
支
給

額
は
。
②
過
去
３
年
間
の
不
正

受
給
者
数
と
不
正
受
給
者
に
対

市
あ
き
し
ま
の
実
現
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

質
問　

昭
島
市
民
く
じ
ら
祭
を
、

今
後
更
に
盛
り
上
げ
、
市
内
外

の
方
に
昭
島
の
魅
力
を
発
信
で

き
る
よ
う
、
実
行
委
員
会
や
商

工
会
等
の
関
係
団
体
と
連
携
す

る
と
と
も
に
、
市
が
更
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁　

東
京
都
市
長
会
政
策
提

す
る
支
給
額
は
。
③
不
正
受
給

に
関
す
る
情
報
を
住
民
か
ら
募

る
生
活
保
護
不
正
通
報
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　

①
平
成
28
年
７
月
末
日

現
在
で
２
千
427
人
、
同
月
の
支

給
額
は
３
億
４
千
300
万
円
。
②

25
年
度
が
18
件
、
２

千
438
万
８
千
円
。
26

年
度
が
24
件
、
３
千

929
万
８
千
円
。
27
年

度
が
15
件
、
336
万
３

千
円
。
③
国
が
不
正

受
給
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い

る
こ
と
や
体
制
の
整
備
も
必
要

な
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
時
点
に

お
い
て
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

言
テ
ー
マ
の
「
多
摩
地
域
を
ひ

と
つ
に
・
多
摩
地
域
が
一
体
で

取
組
む
観
光
地
域
づ
く
り
」
を

実
現
化
す
る
基
軸
の
事
業
と
捉

え
、
商
工
会
や
実
行
委
員
会
と

協
力
し
、
新
た
な
魅
力
創
出
の

具
体
的
な
方
法
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

青
少
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
お
い
て
、
公
民
館
小
ホ
ー

ル
で
バ
ン
ド
・
ラ
イ
ブ
・
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
が
、
奥

ま
っ
た
場
所
の
た
め
、
わ
か
り

に
く
い
。屋
外
で
実
施
し
て
は
。

答
弁　

実
行
委
員
会
を
通
じ
て
、

周
知
方
法
等
を
更
に
検
証
し
、

多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
検
討
す
る
。

質
問　

野
外
音
楽
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、

多
摩
川
沿
い
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
昭
和
公
園

陸
上
競
技
場
等
で
開

催
し
て
は
。

答
弁　

開
催
に
は
、
会
場
の
広

さ
や
騒
音
問
題
等
、
様
々
な
条

件
に
あ
っ
た
場
所
の
確
保
が
必

要
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
規
模

や
内
容
、
会
場
の
分
散
等
、
他

市
の
開
催
状
況
も
参
考
に
、
今

後
研
究
す
る
。

答
弁　

憲
法
に
は
改
正
の
手
続

が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

社
会
経
済
状
況
の
変
化
等
に
対

し
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

真
摯
な
る
議
論
の
結
果
と
し
て

の
国
民
的
合
意
の
も
と
に
手
続

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

米
軍
横
田
基
地
に
常
駐

し
て
い
る
輸
送
機
が
市
街
地
上

し
て
い
き
た
い
。
⑤
農
業
の
就

労
希
望
者
や
農
業
者
、
若
者
や

福
祉
関
連
の
支
援
団
体
と
意
見

交
換
す
る
中
で
、
先
進
市
の
状

況
等
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

質
問　

若
者
と
と
も
に
進
め
る

地
域
づ
く
り
と
し
て
、
①
市
民

吹いてまっすぐ飛ばせるかな
（市民スポーツ・レクリエーションフェスティバル）

介

護

保

険

特

別

会

計

「
市
立
な
し
の
き
保
育
園
の
民
営
化
移
行
後
も

平
成
32
年
度
末
ま
で
現
状
の
職
員
を
確
保
し
た

ま
ま
で
運
営
を
求
め
る
請
願
」
を
不
採
択
と
す

る
委
員
長
報
告

　

請
願
を
不
採
択
と
す
る
委
員
長
報
告
に
対
し
て
、

本
会
議
の
採
決
に
先
立
ち
、討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

反
対

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

小
林
こ
う
じ　

議
員

　

本
請
願
が
提
出
さ
れ
た
の
は
、

そ
も
そ
も
平
成
27
年
度
入
園
の

保
護
者
に
対
し
て
、
民
営
化
の

情
報
提
供
も
全
く
な
い
ま
ま
、

突
如
と
し
て
民
営
化
を
決
定
し

　

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

熊
崎
真
智
子　

議
員

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
形

式
収
支
、
実
質
収
支
、
単
年
度

収
支
と
も
黒
字
で
あ
り
、
保
険

料
収
入
が
改
定
等
に
よ
り
前
年

度
比
8.8
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
国
の
調
整
交
付
金

を
少
な
く
見
積
も
り
、
保
険
料

を
高
く
設
定
し
、
保
険
料
収
入

を
増
や
し
基
金
積
立
金
を
増
や

す
。
そ
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

は
制
度
上
の
抑
制
と
利
用
者
の

負
担
増
が
あ
っ
た
決
算
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
は
、
要
介
護
1
・

2
の
福
祉
用
具
の
貸
与
、
住
宅

改
修
等
を
介
護
保
険
対
象
外
と

す
る
検
討
を
始
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
が
自
立
し
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

と
始
ま
っ
た
介
護
保
険
事
業

が
、保
険
料
は
上
が
る
一
方
で
、

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
高
齢
者
を

介
護
保
険
の
枠
外
に
追
い
出
す

こ
と
に
な
り
、
保
険
あ
っ
て
介

護
な
し
の
国
家
的
詐
欺
と
指
摘

し
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　
賛
成

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

三
田　

俊
司　

議
員

　

介
護
保
険
制
度
の
安
定
的
な

財
政
運
営
維
持
に
は
、
公
平
・

公
正
な
保
険
料
の
収
納
対
策
と
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
量
の
増
に
見
合

っ
た
財
源
確
保
の
必
要
が
あ
る
。

　

平
成
27
年
度
の
保
険
料
改
定

で
は
、
13
段
階
の
所
得
区
分
の

保
険
料
設
定
を
し
、
所
得
の
低

い
第
１
段
階
で
は
、
公
費
投
入

で
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
開
設
に
よ
り
入
所

待
機
者
も
一
定
程
度
解
消
さ
れ
、

市
内
４
か
所
目
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
は
、
高

齢
者
の
介
護
ニ
ー
ズ
に
適
切
に

対
応
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
健
康
で
暮
ら
せ

る
よ
う
、
介
護
予
防
施
策
に
取

り
組
み
、
生
活
機
能
の
維
持
・

向
上
を
図
り
、
要
介
護
状
態
の

予
防
と
重
度
化
の
防
止
に
努
め
、

保
険
給
付
費
の
適
正
化
に
更
な

る
努
力
を
続
け
る
こ
と
を
要
望

し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
3
面
下
段
よ
り
）

（
5
面
下
段
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